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二
月
一
日
の
未
明
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
発
し
た
。

事
実
上
の
国
家
最
高
指
導
者
で
あ
る
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー

国
家
顧
問
（
以
下
、
ス
ー
・
チ
ー
）
と
、
そ
の
側
近
で
あ
る
ウ
ィ
ン
・

ミ
ン
大
統
領
が
国
軍
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
。
拘
束
劇
か
ら
数
時
間

後
に
は
憲
法
四
一
七
条
に
基
づ
い
て
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

国
軍
最
高
司
令
官
で
あ
る
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
が
国
家

の
全
権
を
掌
握
し
た
。

　

二
月
一
日
は
連
邦
議
会
（
日
本
の
国
会
に
当
た
る
）
の
招
集
日
で

あ
っ
た
。
出
席
予
定
の
議
員
の
大
半
は
、
ス
ー
・
チ
ー
が
議
長
を
務

め
る
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
に
所
属
す
る
議
員
で
あ
る
。
昨
年

一
一
月
八
日
の
総
選
挙
で
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
大
勝
を
収
め
て
い
た
。
直
前

に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
、
国
際
的
に
は
全
く
と

い
っ
て
良
い
ほ
ど
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
上
院
で
は
選
挙
区

の
八
五
・
七
％
で
、
下
院
で
は
八
一
・
九
％
で
勝
利
し
た
。
前
回
の

二
〇
一
五
年
総
選
挙
を
超
え
る
大
勝
だ
っ
た
。三
月
の
第
二
次
ス
ー
・

チ
ー
政
権
の
発
足
に
向
け
て
、
こ
の
日
、
大
統
領
の
選
出
手
続
き

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
議
員
に
よ
る
投
票
で
大
統
領
を
選
ぶ
）
が
始
ま

る
は
ず
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
軍
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
総
選
挙
に
不
正
が

あ
っ
た
と
主
張
し
、
議
会
の
招
集
延
期
を
求
め
て
い
た
。
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
続
い
た
政
権
と
国
軍
と
の
協
議
は
不
調
に
終
わ
る
。
そ
の
結
果

起
き
た
の
が
、
今
回
の
ク
ー
デ
タ
ー
だ
っ
た
。
非
常
事
態
宣
言
の
理

由
は
、
不
正
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
の
招
集
が
、「
反
乱
、
暴
力
、

誤
っ
た
強
制
的
手
段
に
よ
る
国
家
主
権
の
乗
っ
取
り
の
試
み
」
に
当

京
都
大
学
准
教
授

中
西
嘉
宏

国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
の
背
景
に
は
、

ス
ー
・
チ
ー
氏
と
暗
黙
の
合
意
を
め
ぐ
る
対
立
が
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
権
力
闘
争
に

国
際
社
会
や
日
本
が
ど
う
働
き
か
け
る
べ
き
か
、

解
決
に
は
対
立
構
造
の
理
解
が
重
要
だ
。

な
か
に
し　

よ
し
ひ
ろ　

二
〇
〇
七
年
京
都

大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

研
究
科
修
了
、博
士（
地
域
研
究
）。
専
門
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
治
、
比
較
政
治
。
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著

書
に
『
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
危
機
』『
軍
政
ビ
ル
マ
の

権
力
構
造
』
な
ど
。

呉
越
同
舟
の
限
界
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ク
ー
デ
タ
ー

—
—

根
深
い
対
立
、
混
乱
は
長
期
化
の
懸
念
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た
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
の
「
デ
ィ
ー
ル
」
が
回
り
回
っ
て

　

な
ぜ
ク
ー
デ
タ
ー
は
起
き
た
の
か
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
原
因
と

し
て
妥・

・

・

・

・

当
で
な
い
も
の
か
ら
記
し
て
お
こ
う
。

　

①
選
挙
不
正
疑
惑　

国
軍
が
主
張
す
る
選
挙
不
正
に
つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も
選
挙
結
果
の
大
勢
を
覆
す
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
有
権
者
名
簿
の
不
備
は
多
い
が
、
二
重
投
票
を
防
ぐ

た
め
の
各
種
の
方
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
事
前
の
世
論

調
査
で
も
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
有
利
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

②
経
済
や
社
会
の
混
乱　

ク
ー
デ
タ
ー
前
に
経
済
的
な
混
乱
や
社

会
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ス
ー
・
チ
ー
派
と
反

ス
ー
・
チ
ー
派
が
街
頭
で
対
峙
す
る
よ
う
な
事
態
は
な
か
っ
た
。
経

済
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
込
み
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
後
に
は
六
・
〇
％
（
予
測
値
）
ま
で

回
復
す
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

③
国
軍
の
利
権　

ス
ー
・
チ
ー
政
権
下
で
国
軍
の
利
権
が
失
わ
れ

た
め
に
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
こ
れ
も
事
実
と
反
す
る
。
そ
も
そ
も
現
行
憲
法
で
は
国
軍
に
大

き
な
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
て
、
文
民
統
制
は
な
き
が
ご
と
き
も
の

で
あ
る
。
国
軍
関
連
の
企
業
グ
ル
ー
プ
も
二
〇
一
一
年
以
降
、
海
外

と
の
合
弁
事
業
を
立
ち
上
げ
て
収
益
を
上
げ
て
い
た
。

　

④
中
国
の
存
在　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
後
ろ
盾
に
中
国
が
い
る
と

い
う
主
張
も
よ
く
聞
か
れ
る
。
だ
が
、
ス
ー
・
チ
ー
政
権
下
で
中
国

政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
取
り
込
み
に
腐
心
し
て
き
た
。
昨
年
一
月
に

は
習
近
平
国
家
主
席
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
単
独
訪
問
し
、
イ
ン
フ
ラ
開

発
を
含
む
三
三
の
覚
書
に
署
名
し
て
い
る
。
中
国
は
第
二
次
ス
ー
・

チ
ー
政
権
に
向
け
て
布
石
を
打
っ
て
お
り
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
歓
迎
す

る
状
況
で
は
な
い
。

　

で
は
、
何
が
ク
ー
デ
タ
ー
の
原
因
な
の
か
。

　

今
回
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
家
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
め
ぐ
る
国
内
権
力
闘
争
の
帰
結
で
あ
る
。
こ
の
権
力
闘
争
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
長
く
続
い
た
軍
事
政
権
が
終
わ
っ

た
。
そ
の
二
三
年
前
の
一
九
八
八
年
に
ク
ー
デ
タ
ー
で
国
家
を
掌
握

し
た
国
軍
は
、
長
い
時
間
を
か
け
た
末
に
、
自
分
た
ち
に
都
合
の
よ

い
民
政
移
管
を
実
現
し
て
い
た
。
〇
八
年
に
成
立
し
た
憲
法
に
は
、

国
軍
の
特
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
家
安
全
保
障
の
最

高
責
任
者
は
大
統
領
で
は
な
く
、
国
軍
最
高
司
令
官
で
あ
る
。
閣
僚

の
う
ち
、
国
防
大
臣
や
、
警
察
を
統
括
す
る
内
務
大
臣
は
、
国
軍
最

高
司
令
官
が
指
名
で
き
る
。
議
会
で
は
、
議
員
定
数
の
四
分
の
一
を

国
軍
の
現
役
将
校
が
占
め
て
い
る
。
こ
の
憲
法
を
改
正
す
る
に
は
、
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議
会
の
国
軍
議
員
の
賛
成
（
つ
ま
り
、
国
軍
最
高
司
令
官
の
承
認
）

が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
誰
が
政
権
を
握
っ
て
も
、
国
軍
の
権
限

は
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
憲
法
は
設
計
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
は
長
い
自
宅
軟
禁
（
合
計
で
約

一
五
年
間
）
の
末
に
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
自
宅
軟
禁
か
ら
解
放

さ
れ
て
い
た
。
当
初
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
、
〇
八
年
憲
法
の
受
け
入
れ
を
拒
否

し
、
政
党
登
録
も
し
な
か
っ
た
。
軍
政
主
導
の
民
政
移
管
を
認
め
な

い
と
い
う
姿
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
態
度
が
変
わ
っ
た
の
が
、
一
一
年
の
後
半
だ
っ
た
。
当

時
の
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
（
軍
事
政
権
時
代
の
首
相
）
は
自
ら

ス
ー
・
チ
ー
と
の
和
解
の
道
を
探
っ
た
。
同
年
八
月
に
初
め
て
顔
を

合
わ
せ
た
両
者
は
、
そ
の
後
、
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
。
背
景
に
あ
る

両
者
の
損
得
勘
定
は
こ
う
だ
。
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
は
、
ス
ー
・
チ
ー

と
の
和
解
を
進
め
て
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
経
済
制
裁
の
解
除
を
目
指

し
、
経
済
開
発
を
進
め
た
い
。
一
方
で
ス
ー
・
チ
ー
は
、
自
身
の
年

齢
（
一
九
四
五
年
生
ま
れ
）
を
考
え
て
も
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
政
党
活
動
を

再
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
間
で
妥
協
の
余
地
が
生

ま
れ
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
膠
着
状
態
だ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

治
が
動
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
二
年
四
月
の
補
欠
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
Ｎ
Ｌ
Ｄ

は
、
ス
ー
・
チ
ー
ら
四
一
名
が
当
選
し
た
。
そ
し
て
、
初
登
院
時
に

ス
ー
・
チ
ー
が
〇
八
年
憲
法
を
遵
守
す
る
と
い
う
宣
誓
を
し
た
こ
と

が
、
両
者
の
デ
ィ
ー
ル
の
成
立
を
意
味
し
た
。
国
軍
の
過
去
を
棚
上

げ
し
、
改
革
に
協
力
す
る
代
わ
り
に
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
自
由
に
政
治
活
動

で
き
る
。
こ
れ
が
暗
黙
の
了
解
だ
っ
た
。

　

こ
の
デ
ィ
ー
ル
は
当
初
、
う
ま
く
機
能
し
た
。
一
二
年
に
は
ア
メ

リ
カ
の
経
済
制
裁
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
国
際
社
会
へ
の
復
帰
は

日
本
が
後
押
し
し
、
返
済
が
遅
延
し
て
い
た
債
務
の
取
り
消
し
と
、

国
際
機
関
に
よ
る
援
助
と
融
資
再
開
の
た
め
に
日
本
政
府
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。そ
し
て
、

海
外
か
ら
の
支
援
と
外
国
投
資
が
拡
大
し
た
。
た
と
え
国
軍
に
都
合

の
よ
い
政
治
体
制
で
あ
っ
て
も
、
今
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
改
革
を
後
押
し

す
べ
き
だ
と
い
う
国
際
的
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
。　

相
互
不
信
か
ら
デ
ィ
ー
ル
の
破
綻
へ　

　

歯
車
が
狂
い
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
で
の

Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
勝
利
で
あ
る
。
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
が
果
た
し
た
改

革
の
功
績
は
大
き
か
っ
た
が
、有
権
者
の
投
票
行
動
を
決
め
た
の
は
、

五
年
間
の
政
権
の
評
価
で
は
な
か
っ
た
。
過
去
の
軍
事
政
権
を
含
め

た
、
一
九
八
八
年
以
来
の
国
軍
に
対
す
る
評
価
で
あ
り
、
将
来
へ
の

希
望
だ
っ
た
。
長
年
の
軍
政
に
よ
る
抑
圧
的
な
統
治
で
国
軍
は
不
人

気
で
あ
る
た
め
、
そ
の
国
軍
幹
部
が
要
職
を
占
め
る
連
邦
団
結
発
展
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党
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
に
勝
ち
目
は
な
か
っ
た
。
結
果
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
選
挙

区
の
約
八
割
で
勝
利
を
収
め
る
。

　

こ
の
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
勝
利
が
民
主
化
の
進
展
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
だ
が
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、ス
ー
・
チ
ー
政
権
の
発
足
で
、

テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
穏
健
な
保
守
勢
力
が
弱
体
化
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
二
〇
一
二
年
の
デ
ィ
ー
ル
を
成
立
さ

せ
た
張
本
人
、
民
主
化
勢
力
と
国
軍
と
の
バ
ラ
ン
サ
ー
だ
っ
た
。
テ

イ
ン
・
セ
イ
ン
は
政
界
を
引
退
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
与
党
の
座
を
失
っ

た
こ
と
で
、
民
主
化
勢
力
と
国
軍
と
い
う
、
長
年
敵
対
関
係
に
あ
っ

た
勢
力
が
政
権
内
に
共
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。

　

案
の
定
、
両
者
の
対
立
は
時
と
と
も
に
深
ま
っ
て
い
く
。
政
権
発

足
直
後
に
「
国
家
顧
問
」
ポ
ス
ト
を
設
立
し
た
の
が
最
初
の
対
立
で

あ
る
。
大
統
領
を
超
え
る
力
を
持
つ
こ
の
地
位
は
、
憲
法
に
は
定
め

ら
れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
が
イ
ギ
リ
ス
国
籍
で
大
統
領
資
格
を
欠
く

ス
ー
・
チ
ー
を
国
家
の
最
高
指
導
者
に
す
る
た
め
の
苦
肉
の
策
だ
っ

た
。
国
軍
代
表
議
員
た
ち
は
憲
法
違
反
だ
と
議
場
の
机
を
叩
い
て
反

対
し
た
。

　

一
七
年
一
月
に
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
法
律
顧
問
で
あ
る
コ
ー
ニ
ー
が
ヤ
ン

ゴ
ン
国
際
空
港
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
コ
ー
ニ
ー
は
憲
法
改
正
論
者

で
、
暗
殺
の
実
行
犯
た
ち
は
元
国
軍
関
係
者
だ
っ
た
。
憲
法
を
変
え

よ
う
と
す
る
Ｎ
Ｌ
Ｄ
へ
の
国
軍
に
よ
る
脅
し
だ
と
関
係
者
は
解
釈
し

た
。
さ
ら
に
二
〇
年
三
月
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
複
数
の
憲
法
改
正
案
を
議
会

に
提
出
し
た
。現
状
の
定
員
の
四
分
の
一
の
国
軍
代
表
議
員
の
数
を
、

段
階
的
に
五
〇
分
の
一
ま
で
減
ら
す
改
正
案
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当

然
、
国
軍
が
反
対
し
て
こ
の
法
案
は
否
決
さ
れ
た
。

　

加
え
て
国
軍
は
、
ス
ー
・
チ
ー
の
政
権
運
営
に
も
不
満
を
た
め
て

い
た
。
な
か
で
も
、
公
約
の
最
優
先
課
題
に
掲
げ
た
少
数
民
族
武
装

勢
力
と
の
和
平
交
渉
が
停
滞
し
て
い
た
。
前
政
権
で
停
戦
に
合
意
し

た
勢
力
が
八
つ
の
組
織
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ス
ー
・
チ
ー
政
権
下

で
は
わ
ず
か
二
つ
で
あ
る
。
停
戦
ど
こ
ろ
か
、
一
部
の
地
域
で
は
戦

闘
が
広
が
っ
て
い
た
。
少
数
民
族
で
あ
る
ラ
カ
イ
ン
人
が
多
数
を
占

め
る
ラ
カ
イ
ン
州
で
は
、
ビ
ル
マ
人
中
心
の
Ｎ
Ｌ
Ｄ
へ
の
支
持
は
薄

く
、
武
装
勢
力
で
あ
る
ア
ラ
カ
ン
軍
（
Ａ
Ａ
）
が
人
気
と
資
金
を
集

め
て
い
た
。
一
九
年
以
降
の
国
軍
の
戦
闘
の
約
半
数
が
、
こ
の
Ａ
Ａ

と
の
戦
闘
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
も
双
方
が
な
ん
と
か
維
持
し
て
い
た
政
権
は
、
選
挙

不
正
疑
惑
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
決
定
的
に
悪
化
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
と

い
う
か
た
ち
で
終
末
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
、
一
二
年
の
デ
ィ
ー
ル
が

破
綻
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

国
軍
の
想
定
を
超
え
た
抵
抗

　

繰
り
返
し
て
言
え
ば
、
今
回
の
事
件
は
国
内
の
権
力
闘
争
の
帰
結
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で
あ
る
。
国
軍
は
今
、
ス
ー
・
チ
ー
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
を
一
掃
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ｄ
幹
部
に
対
す
る
逮
捕
・
訴
追
と
い
っ
た
手
続
き
だ

け
で
な
く
、
ス
ー
・
チ
ー
に
近
い
実
業
家
を
拘
束
し
た
り
、
ス
ー
・

チ
ー
政
権
期
に
選
ば
れ
た
村
長
ま
で
交
代
を
命
じ
た
り
と
、
徹
底
し

た
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
に
ミ
ン
・
ア
ウ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
将
軍
が
描
く
プ
ラ
ン
は
、

一
年
間
（
最
大
二
年
半
の
延
長
の
可
能
性
が
あ
る
）
の
非
常
事
態
宣

言
後
に
選
挙
を
実
施
し
、
勝
利
し
た
新
政
権
に
国
家
権
力
を
移
譲
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
政
権
の
中
心
に
は
退
役
し
た
自
分
自
身

が
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
目
論
見
ど
お
り
に
は
い
き
そ
う
に
も
な
い
。
多
く
の
市

民
が
今
回
の
国
軍
の
行
動
に
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。

主
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
に
生
ま
れ
た
若
者
た
ち
（
Ｚ
世
代
）

は
街
頭
に
出
て
国
軍
・
警
察
と
対
峙
し
て
い
る
。
両
者
の
衝
突
が
各

所
で
発
生
し
て
、
本
稿
執
筆
時
点
（
三
月
一
四
日
）
で
七
〇
人
を
超

え
る
犠
牲
者
が
出
た
。
ま
た
、
仕
事
や
法
令
の
遵
守
を
意
図
的
に
放

棄
す
る
市
民
的
不
服
従
運
動
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
が
、
公
務
員
や
民
間
企
業

職
員
も
巻
き
込
み
、
い
ま
や
全
国
的
に
大
き
な
う
ね
り
を
生
み
出
し

て
い
る
。

　

国
際
社
会
の
反
応
も
国
軍
に
対
し
て
厳
し
い
。
国
連
安
全
保
障
理

事
会
は
二
月
四
日
に
最
初
の
声
明
を
、
さ
ら
に
、
弾
圧
に
よ
る
犠
牲

者
が
増
え
た
三
月
一
〇
日
に
は
安
保
理
議
長
声
明
を
出
し
て
、
国
軍

に
よ
る
市
民
へ
の
暴
力
行
使
を
強
く
非
難
し
た
。
米
国
も
二
月
一
一

日
に
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
自
ら
国
軍
幹
部
と
国
軍
関
連
企
業
へ
の

制
裁
を
発
表
し
て
、
さ
ら
に
制
裁
の
範
囲
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。
中
国

で
す
ら
、
今
回
の
国
軍
の
動
き
を
承
認
し
て
い
な
い
。
三
月
一
〇
日

に
は
王
毅
外
相
が
「
緊
張
緩
和
に
向
け
建
設
的
な
役
割
を
担
う
」
と

発
言
し
て
お
り
、
原
則
で
あ
る
内
政
不
干
渉
と
は
異
な
る
態
度
を
見

せ
て
い
る
。

日
本
外
交
に
求
め
ら
れ
る
積
極
的
役
割

　

日
本
政
府
は
ど
う
か
。
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
に
「
重
大
な
懸
念
」
を

表
明
す
る
外
務
大
臣
談
話
を
発
表
し
、
民
間
人
へ
の
暴
力
行
使
の
回

避
、
ス
ー
・
チ
ー
ら
の
解
放
、
民
主
的
体
制
へ
の
復
帰
、
の
三
点
を

求
め
て
き
た
。
人
道
支
援
を
除
く
援
助
に
つ
い
て
は
新
規
案
件
を
見

合
わ
せ
、
現
在
実
施
中
の
支
援
も
、
不
服
従
運
動
な
ど
で
進
め
ら
れ

る
状
況
で
は
な
い
。
ト
ー
ン
と
し
て
は
抑
え
気
味
だ
が
、
国
軍
に
協

力
す
る
姿
勢
は
見
せ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　

各
国
や
国
際
機
関
の
動
き
が
ど
う
で
あ
れ
、
確
か
な
の
は
、
ど
れ

も
成
果
を
上
げ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
外
交

の
影
響
力
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。
現
に
、

ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
三
週
間
ほ
ど
で
、
民
間
人
へ
の
暴
力
の
回
避
と
い
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う
要
請
は
裏
切
ら
れ
た
。
今
後
も
犠
牲
者
は
増
え
て
い
く
可
能
性
が

高
く
、
ス
ー
・
チ
ー
解
放
に
つ
い
て
も
早
期
に
実
現
す
る
見
込
み
は

薄
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
公
判
が
終
わ
る
ま
で
は
組
織

的
な
威
信
を
か
け
て
も
国
軍
は
進
め
そ
う
で
あ
る
。

　

混
乱
が
あ
る
程
度
長
期
化
す
る
と
想
定
す
れ
ば
、
大
き
く
二
つ
の

方
向
性
が
あ
り
う
る
。

　

一
つ
は
、
欧
米
諸
国
や
国
連
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
自
由
と
民
主
主

義
を
旗
頭
に
し
た
国
際
的
な
連
帯
を
よ
り
前
面
に
押
し
出
し
た
外
交

を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
長
年
の
友
好
国
で
あ
る
日
本
が
、
今
以

上
に
強
い
ト
ー
ン
で
反
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
、
何
ら
か
の
実

効
的
な
制
裁
措
置
に
踏
み
出
せ
ば
、
国
軍
は
も
と
よ
り
、
中
国
に
対

す
る
牽
制
に
も
な
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
か
ら
の
支
持
も
広
範
に
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
あ
る
日
本
の
国
益

へ
の
悪
影
響
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、
現
在
の
外
交
姿
勢
を
維
持
し
て
国
軍
に

よ
る
統
治
の
行
き
詰
ま
り
を
待
ち
、
ど
こ
か
で
国
内
対
立
の
調
停
役

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
待
っ
た
と
こ
ろ
で
日
本
の
出
番
が

回
っ
て
く
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
そ
の
間
の
煮
え
切
ら
な
い
態
度

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
多
く
の
市
民
か
ら
不
評
を
買
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
国
軍
と
ス
ー
・
チ
ー
と
の
対
立
は
根
深
い
上
、
こ
れ
だ
け
死

傷
者
が
出
る
と
、
市
民
が
国
軍
と
の
間
の
交
渉
そ
の
も
の
を
認
め
な

い
可
能
性
も
あ
る
。

　

国
軍
は
国
連
特
使
に
対
し
て
、「
制
裁
と
孤
立
を
生
き
抜
く
準
備

は
で
き
て
い
る
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
過
去
の

行
動
か
ら
見
て
、
こ
の
言
葉
は
決
し
て
ブ
ラ
フ
で
は
な
い
。
彼
ら
の

孤
立
を
厭
わ
な
い
姿
勢
を
考
慮
す
る
と
、
市
民
に
対
す
る
弾
圧
を
批

判
し
つ
つ
も
、
国
軍
と
の
交
渉
の
チ
ャ
ネ
ル
（
な
か
で
も
国
軍
最
高

司
令
官
と
の
つ
な
が
り
）は
維
持
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
軍
へ
の
働
き
か
け
の
方
途
を
、
時
間
を
か
け
て
で
も
探
る
こ
と
が

大
事
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
の
働
き
か
け
は
国
軍
の
行
動
を
追
認
す

る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
中
国
寄
り
に
な
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
で
も
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
に
方
針
転
換
を
訴
え

て
、
市
民
の
命
と
未
来
を
守
る
た
め
の
働
き
か
け
で
あ
る
。

　
（
追
記
）
た
だ
し
、
こ
れ
は
混
乱
の
長
期
化
を
に
ら
ん
で
の
話
だ
。

現
在
（
三
月
一
六
日
時
点
）
で
は
事
態
は
さ
ら
に
進
み
、
国
軍
と
抵

抗
運
動
と
の
緊
迫
の
度
合
い
が
高
ま
っ
て
い
る
。
抵
抗
す
る
市
民
側

（
特
に
若
者
）
の
武
装
が
始
ま
っ
て
、
非
暴
力
路
線
が
放
棄
さ
れ
る

兆
候
が
見
え
る
。
当
然
、
こ
う
し
た
動
き
は
国
軍
を
刺
激
し
、
さ
ら

な
る
衝
突
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
衝
突
の
拡
大
は
、
国
内
避
難
民

の
発
生
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
短
期
間
の
う
ち
に
多
く
の
市
民
が
犠

牲
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
重
大
な
人
道
危
機
へ
の
対
応
も
ま
た

準
備
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
●




